
【資料１－３】

蓄電池なし（ＰＶ：４ｋＷ→約１１ｋWh/日） 

買電：２４円/kWh 

７ 

①売電収入＝７kWh/日×35円/kWh＝２４５円/日 

②節電効果＝４kWh/日×24円/kWh＝９６円/日 
 

合計（①＋②）＝３４１円/日 

    →１カ月（３０日）で１０，２３０円の効果 
 

月額利用料＝１６，６００円 

    →実質月額負担＝６，３７０円 
 

蓄電池（２ｋWh）あり【売電重視利用】 

①売電収入＝９kWh/日×35円/kWh＝３１５円/日 

②節電効果＝２kWh/日×24円/kWh＝４８円/日 

③深夜電力料金＝２ｋWh/日×9円/kWh＝１８円/日 

合計（①＋②－③）＝３４５円/日 

    →１カ月（３０日）で１０，３５０円の効果 
 

月額利用料＝２５，０００円 

    →実質月額負担＝１４，６５０円 
 

買電：２４円/kWh 

深夜電力９円/kWh 

普及促進向け 

蓄電池（２ｋWh）あり：【環境配慮利用】 

買電：２４円/kWh 

①売電収入＝５kWh/日×35円/kWh＝１７５円/日 

②節電効果＝６kWh/日×24円/kWh＝１４４円/日 
 

合計（①＋②）＝３１９円/日 

    →１カ月（３０日）で９，５７０円の効果 
 

月額利用料＝２５，０００円 

    →実質月額負担＝１５，４３０円 
 

日中、PVで発電した電力を自家消費４０％（４ｋWh）、余剰

売電６０％（７ｋWh）で利用する 

４ 

９ 

２ 

２ 

深夜電力で２kWh蓄電し、日中の自家消費に充てることで

余剰売電量を増やす（自家消費４kWh） 

５ 

２ 

４ 

自然エネルギーの利用率を高めるため、日中にPVで発電し

た電力を蓄電し、夜間電力消費に充てる 

防災意識の高い利用者向け 

蓄電池を導入すると、利用料負担が増え

ても、売電収入は大きく増加しない。 

環境意識の高い利用者向け 

蓄電池のかわりにEVを利用する方法もあるが 

費用が高額になりすぎる 

２ 


